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U R B A N I S T  I N  M A K U H A R I

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
、
破
竹
の
勢
い

で
増
殖
し
て
い
る
。「
ド
ッ
ト
コ
ム
ビ
ジ
ネ

ス
」
は
利
益
の
出
る
前
に
株
価
が
天
井
知

ら
ず
に
高
騰
す
る
。
通
信
産
業
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
産
業
は
生
き
残
り
を
か
け
て
あ
ら

ゆ
る
リ
ソ
ー
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
集

中
し
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
近

未
来
の
伝
送
帯
域
の
拡
大
は
、
産
業
の
米

で
あ
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
技
術
進
歩
を
は
る
か
に

上
回
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

D
avid
M
oschella

は
「W

aves
ofP
ow
er

（
邦
題：

覇
者
の
未
来
）」
な
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
書
で
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
か
ら
パ
ソ
コ

ン
へ
の
主
役
の
交
代
が
も
た
ら
し
た
メ
イ

ン
フ
レ
ー
ム
企
業
の
没
落
と
ウ
イ
ン
テ
ル

の
勃
興
に
つ
い
て
述
べ
、
次
の
主
役
の
交

代
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
産
業
の
激
変
を
予
言

し
て
い
る
。
こ
の
予
言
は
当
た
っ
て
い
る

と
思
う
。
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ

の
普
及
数
に
比
例
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
そ
れ
に
接
続
す
る
あ

ら
ゆ
る
機
器
が
相
互
に
会
話
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
の
で
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

接
続
さ
れ
た
端
末
数
の
何
乗
に
も
比
例
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
二
十
一
世
紀
初

頭
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
我
々
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
十
一
世
紀
の
人
類
に
は
、
明
る
い
未

来
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く

つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と

つ
は
地
球
環
境
問
題
―
―
人
口
増
加
と
人

間
一
人
が
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
大

に
よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
、
自
然
の
破
壊
、

公
害
の
増
加
、
地
球
の
温
暖
化
、
な
ど
が

深
刻
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問

題
へ
の
対
応
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｉ
Ｔ
）

は
こ
の
問
題
に
対
し
て
貢
献
し
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
経
済
活
動
に
は
人
間
と
物
の

移
動
は
必
須
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
Ｉ
Ｔ
に

よ
っ
て
一
割
で
も
代
替
で
き
れ
ば
効
果
は

大
き
い
。

日
本
が
二
十
一
世
紀
初
頭
に
迎
え
る
深

刻
な
問
題
は
高
齢
化
社
会
の
到
来
で
あ
る
。

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
人
口
の
三
割

を
超
え
る
高
齢
化
社
会
で
は
、
病
院
、
市

役
所
、
銀
行
、
図
書
館
、
学
校
な
ど
に
行

か
な
く
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
用

が
足
せ
る
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
高
齢
者
の
社
会
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
有
力
な
武
器
に
も
な
り
得
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
二
十
一
世
紀
の
人

間
社
会
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
に
成
長
す
る
た

め
に
は
多
く
の
技
術
的
課
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

米
国
政
府
が
資
金
を
提
供
し
た
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
は
再
び
国
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
米
国
は
す
で
に
次
世
代

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
研
究
開
発
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
を
構
築
し
、
研

究
を
推
進
し
て
い
る
。
次
世
代
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
握
る
者
が
二
十
一
世
紀
初
頭
の

産
業
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
明
確
な
戦
略

が
見
え
る
。
日
本
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

平
成
十
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
北
海

道
か
ら
沖
縄
に
至
る
超
高
速
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
で
あ
る
ギ
ガ
ビ
ッ
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）
が
構
築
さ
れ

た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
五
年
間
稼
動

し
、
研
究
・
開
発
目
的
な
ら
誰
で
も
無
料

で
利
用
で
き
る
。
Ｊ
Ｇ
Ｎ
を
用
い
た
次
世

代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
そ
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
研
究
を
国
自
ら
研
究
費
と
設
備

を
用
意
し
て
行
う
施
設
と
し
て
幕
張
ギ
ガ

ビ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
最
先
端
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
幕
張
か
ら
二
十
一
世
紀

初
頭
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
構
成
す
る
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

ギ
ガ
ビ
ッ
ト
が
拓
く
世
界

九
九
年
春
、
幕
張
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
広
が
る
世
界
が

次
世
代
Ｉ
Ｔ
の
未
来
を
描
き
出
す
。

あおやま・とものり●東京大学大学院工学系研究科電子情報工学

専攻教授／1943年生まれ。NTT伝送システム研究所伝送処理研究

部長、光ネットワークシステム研究所長などを経て現職

青山友紀
Text by Tomonori Aoyama

文●


